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議長
若井　千尋

副議長
松野　貴志

　

２
名
の
議
員
が
議
長
選
挙
に
対
し
て
所

信
表
明
を
行
っ
た
あ
と
︑
選
挙
に
よ
り
議

長
を
決
定
し
ま
し
た
︒

　
　
　
　

投
票
結
果
︓
若
井
千
尋　

16
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　

関
谷
守
彦　

１
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
効
票　
　

１
票

　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
︑

議
長
の
大
任
を
拝
し
ま
し
た
︒
そ
の
責
務

の
大
き
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

い
っ
ぱ
い
で
す
が
︑
中
立
公
正
の
立
場

で
︑
４
期
14
年
の
経
験
を
も
と
に
議
員
が

市
民
の
範
と
な
り
得
る
よ
う
︑
議
会
の
秩

序
を
守
り
︑
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
を
し
て
参
る
決
意
で
す
︒

　

コ
ロ
ナ
禍
の
そ
の
先
を
見
据
え
︑
市
民

の
皆
様
の
安
全
・
安
心
の
暮
ら
し
の
為

に
︑
執
行
部
局
と
緊
張
感
を
持
ち
︑
議
会

の
あ
る
べ
き
姿
の
た
め
に
︑
必
要
な
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
参
り
ま
す
︒

　

１
名
の
議
員
が
副
議
長
選
挙
に
対
し
て

所
信
表
明
を
行
っ
た
あ
と
︑
選
挙
に
よ
り

副
議
長
を
決
定
し
ま
し
た
︒

　
　
　
　

投
票
結
果
︓
松
野
貴
志　

10
票

　
　
　
　
　
　
　
　
　

無
効
票　
　

８
票

　　

合
併
以
来
︑
歴
代
最
年
少
副
議
長
と
聞

き
驚
き
と
と
も
に
︑
こ
れ
ま
で
以
上
に
市

民
の
皆
様
の
為
に
も
て
る
力
を
尽
く
す
所

存
で
す
︒
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
自
身
の
専
門
性
を
生
か
し
医
療
体

制
︑
福
祉
向
上
に
努
め
︑
ロ
シ
ア
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
戦
争
に
よ
り
高
騰
す
る

物
価
対
策
︑
人
道
支
援
を
検
討
し
︑
早
期

に
実
施
で
き
る
議
会
運
営
を
議
長
と
努
め

て
い
き
ま
す
︒

　

﹁
小
さ
な
声
を
︑
聴
く
力
﹂﹁
地
域
の

声
を
︑
届
け
る
力
﹂
を
自
ら
に
課
し
︑
高

齢
者
か
ら
子
供
ま
で
住
み
よ
い
街
を
作
り

上
げ
︑
若
者
が
活
躍
で
き
る
瑞
穂
市
に
し

て
い
き
ま
す
︒

新たな議会構成決まる新たな議会構成決まる

　６月２日、令和４年第２回定例会において、新議長・副議長が選
任され、議会運営委員会、３つの常任委員会（総務委員会、産業建
設委員会、文教厚生委員会）の構成が決まりました。



議
会
活
性
化
の

今
と
こ
れ
か
ら

議
会
基
本
条
例
推
進
特
別

委
員
会　

中
間
報
告

お
知
ら
せ

一
般
質
問

議
案
の
審
議
結
果

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

新
た
な
議
会
構
成
決
ま
る

3 瑞穂市議会だより　2022.93
◎＝委員長　○＝副委員長　名前は写真左上から掲載しています

文
教
厚
生
委
員
会松野藤四郎　　関谷守彦　　馬渕ひろし

杉原克巳　　◎森　健治　○北川静男

︻
所
管
事
項
︼

　

市
民
部
︑
健
康
福
祉
部
︑
巣
南
庁

舎
管
理
部
︑
教
育
委
員
会
の
所
管
に

属
す
る
事
項
に
つ
い
て
の
審
査

︻
継
続
調
査
︼

①
人
口
増
加
地
域
に
お
け
る
子
育
て

施
策
に
つ
い
て

②
食
育
を
通
し
た
感
染
症
に
強
い
体

づ
く
り

③
高
齢
者
の
移
動
手
段
に
つ
い
て

産
業
建
設
委
員
会広瀬守克　　藤橋直樹　　若井千尋

藤橋礼治　◎若園五朗　○今木啓一郎

︻
所
管
事
項
︼

　

都
市
整
備
部
︑
環
境
水
道
部
︑
農

業
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
に

つ
い
て
の
審
査

︻
継
続
調
査
︼

①
賑
わ
い
の
創
出
に
つ
い
て

②
ご
み
の
減
量
化
に
つ
い
て

総
務
委
員
会

棚橋敏明　　松野貴志　　若原達夫
広瀬武雄　◎庄田昭人　○森　清一

︻
所
管
事
項
︼

　

企
画
部
︑
総
務
部
︑
会
計
管
理

者
︑
選
挙
管
理
委
員
会
︑
監
査
委

員
︑
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
並

び
に
他
の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属

さ
な
い
事
項
に
つ
い
て
の
審
査

︻
継
続
調
査
︼

①
新
庁
舎
と
穂
積
駅
拠
点
化
構
想
に

つ
い
て

②
防
災
に
つ
い
て

議
会
運
営
委
員
会関谷守彦　森　清一　馬渕ひろし

◎藤橋礼治　○広瀬守克

︻
所
管
事
項
︼

　

議
会
の
会
期
日
程
や
議
案
・
請
願

な
ど
の
取
り
扱
い
︑
議
長
の
諮
問
事

項
な
ど
に
つ
い
て
協
議
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議

案を
 チェック

!   
議

案を
 チェック

!

令
　
和
　
４
　
年

第
２
回
定
例
会

令
　
和
　
４
　
年

第
２
回
定
例
会

地方創生・都市整備　ＪＡぎふ穂積支店跡地の活用
駅周辺の整備

　ＪＡぎふ穂積支店跡地において、
にぎわい創出の施設整備をするほ
か、一般車乗降場等の暫定整備を行
います。
活用計画（案）
・キッチンカー出店スペース
・サテライトオフィス・キャンパス
・市ＰＲブース
・チャレンジショップ　　　等

【議案第43号　一般会計補正予算】

Ｑ　跡地の整備とともに、入り口となる
前面の道路を整備することによって、
駅前の交通の流れが良くなると考える
が。

Ａ　区画整理事業を考えている。将来の
駅前開発の工事を見据えて、今できる
最小限の対策を考えていきたい。

子育て支援　乳児子育て世帯へ向けた支援策
乳児用品等の購入を支援

　乳児子育て世帯を対象に、乳児用
品等の購入に使えるかきりん振興券
10,000円分を配布し、経済的な負担
を軽減します。

【議案第45号　一般会計補正予算】

Ｑ　かきりん振興券を配布する経費の内
訳は。　

Ａ　消耗品に10万円、印刷製本費に50
万円、通信運搬費に52万円、行政事
務委託（アウトソーシング）に70万
円、扶助費（地域振興券）に500万円
である。

Ｑ　アウトソーシングの内容は。
Ａ　チラシの印刷や宛名シールを貼る作

業、封入封緘等である。

コロナ関連　収入が減少した方への支援策
国保税の減免期間を
延長　　　　　　　

　新型コロナウイルス感染症の影響
により、収入が減少した被保険者等
に係る国保税の減免期間が１年延長
されます。

【議案第41号　条例の改正】

Ｑ　減免の内容は変わらずか。また、収
入については、自己申告になるのか。

Ａ　減免の内容は変わらずである。　
　　また、自己申告により手続きをとら

せていただいている。
Ｑ　「感染症の影響により一定程度収入

が下がった方々等に対して」の一定程
度とは。

Ａ　令和４年の見込みで前年から30％
下がった場合である。
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議
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!   
議

案を
 チェック

!

教育　安定的な英語教育のために
ＡＬＴの長期契約

　外国語指導助手（ＡＬＴ）の安定
的な学校等への派遣のため、派遣業
務の委託契約期間を３年以内としま
した。

【議案第42号　条例の改正】

Ｑ　ＡＬＴの評価が低かったときのフォ
ローは。また、指導助手として適して
いるかの確認はどうやっているのか。

Ａ　市と契約業者と連携を図り、ＡＬＴ
自身の評価などを共有しながら質の高
いＡＬＴを確保できるよう業者に依頼
している。

　　ＡＬＴの評価・確認は実際に市の担
当者と各学校の代表と複数で授業を見
合い行っている。 

経済対策　原油価格・物価高騰対策支援
水道基本料金を免除

　市内で水道給水契約をしている方
を対象に、６か月分の水道料金の基
本料金を免除します。
免除期間
　令和４年度９月・11月・１月請求
分

【議案第45号　一般会計補正予算】
【議案第46号　水道事業会計補正予算】

Ｑ　この支援策が決定した経緯は。
Ａ　各関係部署においていろいろな支援

策を検討してきたが、市民の方の経済
的な負担の軽減を図るということで決
定した。

行政改革　持続可能な行財政運営を目指す
第四次瑞穂市行政改革大綱を
策定　　　　　　　　　　　
　「持続可能な都市経営のまち」を
目指し、財政の健全化の推進、人材
育成と組織強化、事務事業の見直し
と効果的な行政サービス、また公有
資産マネジメントを重点目標とし、
施策・事業を推進していきます。

【議案第36号　事件議決】

Ｑ　今回、「市民参加と協働のまちづく
りの推進」が重点項目から削除された
のはなぜか。

Ａ　まちづくり基本条例において市民参
画や協働などの市における自治のあり
方の基本事項について審議、推進して
いるため第四次行政改革大綱からは割
愛している。

議会で
審査・審

人事案件
条例の改正
補正予算
事件議決
議員提出
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議長は採決に加わりませんので、「－」で表示してあります。（議長　若井千尋）   
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《要旨》
　瑞穂市議会基本条例には、「市議会と市長は、市民の意思を代弁する二元代表制の機関であり、それ
ぞれの特性を活かして、互いに競い合い、協力しながら、市政を担う両輪として市民の負託に応える責
務がある。市長は、市政運営の最高責任者として予算、条例等を提案する強力な権限を有しているが、
議会は、提案された予算、条例等が市民福祉の向上に繋がるかを市民の目線にたって審議し、監視しな
ければならない。」とある。
　しかし、今回の議案第45号瑞穂市一般会計補正予算（第４号）ならびに議案第46号瑞穂市水道事業会
計補正予算（第２号）においても、予定していた委員会審査が終了した後の最終日に追加上程された。
　したがって、市長におかれては、議会基本条例に規定する二元代表制の趣旨をしっかり認識し、議会
が議案を慎重かつ適切に審議できるような提出方法に取り組まれるよう再度強く要望する。

議員提出 議案を慎重かつ適切に審議できるような提出方法を

二元代表制の尊重を求める決議

瑞穂市教育委員会の委員の任命について

第四次瑞穂市行政改革大綱について

瑞穂市立中小学校校舎大規模改造（老朽）工事請負契約の締結について

瑞穂市立穂積中学校屋外運動場改修工事請負契約の締結について

財産（消防ポンプ自動車）の取得について

瑞穂市税条例等の一部を改正する条例について

瑞穂市国民健康保険税条例の一部を改正する条例について

瑞穂市長期継続契約を締結することができる契約を定める条例
の一部を改正する条例について

令和４年度瑞穂市一般会計補正予算（第２号）

令和４年度瑞穂市一般会計補正予算（第３号）

令和４年度瑞穂市一般会計補正予算（第４号）

令和４年度瑞穂市水道事業会計補正予算（第２号）

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × × × × × × ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○

可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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可 － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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市　

長　

提　
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議　

案

議
員
・
委
員
会

提
出
議
案

議　

決　

月　

日

　

今
木
啓
一
郎

　

庄
田　

昭
人

◎
関
谷　

守
彦

◎
杉
原　

克
巳

◎
松
野
藤
四
郎

　

藤
橋　

直
樹

　

若
原　

達
夫

　

北
川　

静
男

　

森　
　

健
治

　

森　
　

清
一

◎
広
瀬　

守
克

　

馬
渕
ひ
ろ
し

　

棚
橋　

敏
明

　

広
瀬　

武
雄

　

若
園　

五
朗

　

藤
橋　

礼
治

◎
松
野　

貴
志

◎
若
井　

千
尋

議員名（会派別）
（◎は会派代表者）

議　案　名　等

議　案
第35号

議　案
第36号

議　案
第37号

議　案
第38号

議　案
第39号

議　案
第40号

議　案
第41号

議　案
第42号

議　案
第43号

議　案
第44号

議　案
第46号

議　案
第45号

発 議
第 3 号



夏場では、熱中症防止の観点から、マスクの必要
のない場面では、マスクを外すことを推奨する

マスク着用に関する国からの通知の内容はQQ
AA

水飲み場や駐車場などの要望について、前向
きに検討していく

サンコーパレットパークの今後の運用計画はQQ
AA

企画部長

市長

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

６
月
定
例
会
で
は
︑
６
月
20
日
・
21
日
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒

馬渕ひろし議員

若園五朗議員

▲カメラで河川を監視（森地内）

▲マスク着用の考え方（厚労省ホームページ）
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Ｑ　

マ
ス
ク
着
用
に
よ
る
健

康
被
害
は
︒

Ａ　

高
温
や
多
湿
と
い
っ
た

環
境
下
で
の
マ
ス
ク
着
用
は
︑

体
に
負
担
が
か
か
る
こ
と
が

あ
る
︒
特
に
子
ど
も
の
マ
ス

ク
着
用
に
つ
い
て
は
︑
集
中

力
の
低
下
や
頭
痛
︑
い
ら
い

ら
な
ど
の
心
理
的
ダ
メ
ー
ジ
︑

顔
色
や
表
情
の
変
化
が
分
か

り
づ
ら
い
な
ど
の
発
達
に
関

す
る
こ
と
な
ど
多
く
の
事
例

が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
︒

　
　
　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

Ｑ　

特
に
子
ど
も
た
ち
の
マ

ス
ク
着
用
に
よ
る
熱
中
症
を

防
ぐ
対
策
は
︒

Ａ　

夏
季
を
迎
え
る
に
当
た

り
︑
こ
れ
ま
で
の
基
本
的
な

感
染
防
止
対
策
を
行
い
つ
つ
︑

人
と
の
距

離
や
活
動

内
容
︑
活

動
場
所
︑

気
温
や
湿

度
の
状
況

等
に
注
意

し
な
が
ら

対
応
す
る
︒

︵
教
育
長
︶

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食

Ｑ　

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給
食
導

入
は
︒

Ａ　

数
量
確
保
︑
品
ぞ
ろ
え

及
び
価
格
の
課
題
と
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
今

後
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
︑

利
用
を
検
討
し
て
い
く
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

地
域
の
居
場
所
づ
く
り
へ
の
支
援

Ｑ　

社
会
課
題
に
取
組
む
市

民
︑
Ｎ
Ｐ
Ｏ
︑
企
業
へ
の
支

援
は
︒

Ａ　

校
区
単
位
の
ま
と
ま
り

が
で
き
る
よ
う
﹁
市
民
活
動

支
援
事
業
補
助
金
﹂
を
設
け

て
い
る
︒
校
区
内
で
活
動
さ

れ
て
い
る
方
が
︑
手
を
繋
ぎ

合
い
︑
課
題
を
見
出
し
︑
解

決
方
法
を
考
え
て
い
く
こ
と

で
︑
地
域
の
繋
が
り
が
深
ま

っ
て
い
く
も
の
と
理
解
し
て

い
る
︒　
　

︵
企
画
部
長
︶

工
事
完
了
検
査

Ｑ　

粗
雑
工
事
の
入
札
資
格

停
止
処
分
の
経
緯
と
対
処
は
︒

Ａ　

書
類
審
査
の
中
で
︑
不

可
視
箇
所
の
資
料
で
確
認
が

で
き
な
い
部
分
が
あ
り
︑
現

地
に
て
破
壊
検
査
を
実
施
し

た
と
こ
ろ
︑
設
計
図
書
の
規

格
値
が
満
た
さ
れ
て
い
な
い

箇
所
が
確
認
さ
れ
た
た
め
︑

修
補
改
造
命
令
書
を
通
知
し

た
︒　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

新
教
育
長
の
教
育
行
政

Ｑ　

市
の
教
育
大
綱
及
び
教

育
の
方
針
と
重
点
に
つ
い
て

の
考
え
は
︒

Ａ　

市
教
育
大
綱
の
﹁
み
ず

ほ
を
愛
し　

み
ず
ほ
に
誇
り

を
も
ち　

み
ず
ほ
を
担
う
人

づ
く
り
﹂
を
目
指
し
て
教
育

行
政
を
進
め
る
︒
ま
た
︑
教

育
振
興
基
本
計
画
を
着
実
に

実
施
す
る
と
共
に
︑
方
針
と

重
点
に
あ
る
外
国
語
教
育
や

命
を
大
切
に
す
る
教
育
に
力

を
入
れ
る
︒　

︵
教
育
長
︶

安
心
安
全
な
ま
ち
づ

く
り

Ｑ　

自
治
会
協
議
会
か
ら
消

防
団
活
動
の
見
直
し
に
つ
い

て
︑
市
長
及
び
消
防
団
長
に

要
望
書
が
提
出
さ
れ
て
い
る

が
対
応
状
況
は
︒

Ａ　

消
防
団
の
処
遇
改
善
と

共
に
︑
地
域
に
根
差
し
た
活

動
を
目
指
し
て
い
く
︒
ま

た
︑
操
法
訓
練
重
視
か
ら
新

た
な
試
み
と
し
て
︑
よ
り
実

践
的
な
消
防
団
教
育
訓
練
を

実
施
し
た
︒
︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

今
年
度
の
犀
川
河
川
改

修
の
計
画
は
︒
ま
た
︑
ソ
フ

ト
事
業
に
お
け
る
市
の
防
災

対
策
は
︒

Ａ　

県
に
お
い
て
︑
下
犀
川

橋
付
近
で
河
道
拡
幅
や
護
岸

工
事
を
実
施
し
て
い
る
︒

　
　
　
　
　
　

︵
調
整
監
︶

Ａ　

河
川
監
視
カ
メ
ラ
に
よ

り
︑
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
岐

阜
県
川
の
防
災
情
報
か
ら
水

位
が
確
認
で
き
る
の
で
活
用

を
周
知
す
る
︒

　
　
　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

支
援
方
策
を
含
め
た
市

と
し
て
の
空
家
対
策
は
︒

Ａ　

空
家
所
有
者
等
か
ら
の

管
理
や
活
用
の
相
談
等
に
対

て
︑
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
連
携
し
︑
相

談
体
制
を
強
化
し
て
い
る
︒

ま
た
︑
特
定
空
家
に
認
定
さ

れ
除
去
す
る
場
合
︑
費
用
補

助
が
可
能
な
た
め
︑
所
有
者

に
制
度
の
説
明
を
行
い
︑
除

去
へ
の
指
導
を
進
め
て
い

く
︒　

︵
都
市
整
備
部
長
︶



市において労働組合は結成されていない

市は労使協定により労働組合が結成されているのかQQ
AA

道路拡幅は現状考えていないが、視認性が悪い
ため、隅切り部分の協力のお願いを考えている

中小学校北門出入口道路付近の整備はQQ
AA

総務部長

都市整備部長

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

一
般
質
問
は
︑
毎
定
例
会
︵
３
月
︑
６
月
︑
９
月
︑
12
月
︶
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
︒

松野藤四郎議員

杉原克巳議員

▲中小学校北出入口へ通じる
　道路（市道９－1170号線）
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Ｑ　

有
給
休
暇
の
付
与
日
数

は
20
日
で
あ
る
が
︑
取
得
状

況
と
取
得
促
進
施
策
は
︒

Ａ　

一
般
行
政
職
の
年
次
有

給
休
暇
の
平
均
取
得
日
数
は

令
和
２
年
で
11.
5
日
で
あ

り
︑
令
和
２
年
の
全
国
平

均
︑
令
和
３
年
の
県
内
平
均

を
上
回
っ
て
お
り
︑
取
得
率

が
低
い
状
況
と
は
言
え
な
い

と
認
識
し
て
い
る
︒
ま
た
︑

毎
年
８
月
末
に
取
得
状
況
を

ま
と
め
︑
各
所
属
長
に
通
知

し
︑
最
低
有
給
取
得
日
数
で

あ
る
５
日
以
上
を
確
実
に
取

得
で
き
る
よ
う
に
促
し
て
い

る
︒　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

職
員
増
員
の
考
え
は
︒

Ａ　

今
後
５
年
で
15
人
の
増

員
に
つ
い
て
は
定
員
管
理
計

画
を
も
っ
て
増
員
し
て
い

く
︒　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

職
員
が
長
時
間
勤
務
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
理

由
は
︒

Ａ　

そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で
事

情
が
あ
り
︑
選
挙
︑
災
害
︑

工
事
の
発
注
時
期
︑
税
の
申

告
・
課
税
の
時
期
︑
行
事
・

イ
ベ
ン
ト
や
緊
急
時
の
対
応

な
ど
が
主
な
時
間
外
勤
務
と

な
る
︒　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
勤

務
の
導
入
は
︒

Ａ　

フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制

度
は
多
様
で
柔
軟
な
働
き
方

や
充
実
し
た
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
た
め
の
制

度
だ
が
︑
導
入
に
関
し
て
は

デ
メ
リ
ッ
ト
面
も
あ
り
︑
十

分
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
︒　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

育
児
・
介
護
休
業
法
で

対
象
と
な
る
勤
務
時
間
︑
時

間
外
労
働
の
実
情
は
︒

Ａ　

ど
う
し
て
も
時
間
外
勤

務
が
必
要
な
場
合
に
は
必
要

最
低
限
度
で
の
命
令
が
で
き

る
と
い
う
認
識
で
あ
る
︒

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

市
に
ノ
ー
残
業
デ
ー
は

あ
る
の
か
︒

Ａ　

毎
週
水
曜
日
と
毎
月
の

給
料
日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー
と

し
て
お
り
︑
部
長
会
議
で
管

理
職
に
周
知
し
︑
部
下
職
員

に
も
徹
底
す
る
よ
う
に
指
導

し
て
い
る
︒
︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

北
玄
関
付
近
の
土
地
利

用
は
︒

Ａ　

中
小
学
校
校
舎
の
大
規

模
改
修
工
事
期
間
は
現
場
事

務
所
や
資
材
置
場
等
で
の
使

用
を
予
定
し
て
お
り
︑
工
事

後
は
周
辺
用
地
の
利
用
を
含

め
て
総
合
的
に
検
討
し
て
い

く
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

コ
ロ
ナ
禍
の
農
業
生
産
者

へ
の
財
政
支
援
策

Ｑ　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
︵
石
油
価
格
・
物
価

高
騰
︶
に
よ
る
具
体
的
な
支

援
の
考
え
は
︒

Ａ　

事
業
者
の
業
種
を
縛
る

こ
と
な
く
対
象
燃
料
の
価
格

高
騰
に
よ
り
受
け
た
負
担
を

軽
減
す
る
支
援
を
考
え
て
お

り
︑
こ
の
中
に
農
業
事
業
者

も
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

企
業
誘
致
適
地
候
補
地
の

現
状
分
析
と
推
進
策

Ｑ　

市
長
の
企
業
誘
致
に
対

す
る
取
り
組
み
姿
勢
は
︒

Ａ　

企
業
誘
致
は
積
極
的
に

進
め
て
い
き
た
い
︒
企
業
へ

の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行

い
︑
市
の
立
地
の
よ
さ
︑
利

便
性
を
P
R
し
て
い
き
た

い
︒　
　
　
　
　

︵
市
長
︶

Ｑ　

農
振
地
区
の
農
地
転
用

申
請
の
受
付
回
数
変
更
の
考

え
は
︒

Ａ　

県
に
相
談
し
た
と
こ

ろ
︑
体
制
を
整
え
る
こ
と
が

で
き
れ
ば
回
数
を
増
や
せ
る

と
の
こ
と
で
︑
瑞
穂
市
農
業

振
興
地
域
整
備
促
進
協
議
会

に
て
各
関
係
機
関
の
委
員
に

現
状
を
説
明
し
︑
意
見
を
確

認
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た

い
︒　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

Ｑ　

既
進
出
企
業
の
フ
ォ

ロ
ー
と
新
規
進
出
企
業
へ
の

戦
略
は
︒

Ａ　

既
進
出
企
業
へ
は
必
要

に
応
じ
意
向
確
認
が
必
要
だ

と
考
え
る
︒
前
回
の
ア
ン

ケ
ー
ト
か
ら
時
間
が
経
過
し

て
い
る
た
め
改
め
て
行
い
た

い
︒
新
規
企
業
に
対
し
て
は

県
や
不
動
産
関
係
者
へ
情
報

提
供
を
し
て
お
り
︑
今
後
も

引
き
続
き
行
っ
て
い
く
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶



一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
時交付金を有効に活用していく

原油価格・物価高騰対策はQQ
AA

児童・生徒がやってみたい、勉強の仕方が分
かって良かったなどといえる授業を提供する

新教育長として、コロナ禍、顕著化する学習意欲低下への対応はQQ
AA

一
般
質
問
と
は
︑
議
員
が
市
の
行
政
全
般
に
わ
た
っ
て
︑
執
行
機
関
に
疑
問
点
を
た
だ
し
︑
所
信
の
表
明
を
求
め
る
も
の
で
す
︒

今木啓一郎議員

広瀬守克議員
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市長

Ｑ　

市
民
に
向
け
た
家
計
の

一
助
と
な
る
支
援
策
の
考
え

は
︒

Ａ　

水
道
基
本
料
金
を
一
定

期
間
免
除
す
る
こ
と
を
考
え

て
い
る
︒

　
　
　

︵
環
境
水
道
部
長
︶

Ｑ　

事
業
者
向
け
支
援
策
の

考
え
は
︒

Ａ　

事
業
者
の
業
種
を
絞
る

こ
と
な
く
︑
燃
料
を
大
量
に

消
費
し
て
い
る
事
業
者
に
対

し
︑
一
定
量
を
超
過
し
た
部

分
に
つ
い
て
支
援
を
行
っ
て

い
き
た
い
︒　

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

市
制
20
周
年
記
念
事
業

Ｑ　

市
制
20
周
年
記
念
事
業

の
進
捗
状
況
は
︒
ま
た
︑
ど

の
よ
う
な
内
容
で
ど
の
程
度

の
規
模
か
︒

Ａ　

プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

10
月
に
二
日
間
に
か
け
て
清

流
長
良
川
1
0
0
キ
ロ

ウ
ォ
ー
ク
を
開
催
予
定
で
あ

る
︒
清
流
長
良
川
沿
い
を
歩

く
イ
ベ
ン
ト
で
あ
り
︑
国
道

事
務
所
や
県
土
木
事
務
所
︑

関
係
自
治
体
︑
所
管
す
る
警

察
署
や
消
防
署
な
ど
と
調
整

を
終
え
︑
コ
ー
ス
案
を
決
定

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
︒
現
在

は
︑
大
会
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の

運
営
体
制
に
つ
い
て
調
整
を

行
っ
て
お
り
︑
参
加
者
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
す
る
予
定
で
あ
る
︒

 

記
念
事
業
と
し
て
は
︑
人

権
・
環
境
・
平
和
を
テ
ー
マ

に
し
︑
将
来
へ
向
け
て
次
世

代
へ
の
発
信
と
し
て
記
念
事

業
を
展
開
し
て
い
こ
う
と
考

え
て
い
る
︒
そ
の
う
ち
︑
平

和
事
業
と
し
て
は
︑
８
月

に
︑
平
和
の
鐘
を
設
置
し
打

鐘
式
な
ど
を
行
う
計
画
で
あ

る
︒　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

道
の
駅

Ｑ　

サ
ン
コ
ー
パ
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
と
市
の
大
切
な
地
域

資
源
で
あ
る
中
山
道
を
活
か

し
た
道
の
駅
の
設
置
に
つ
い

て
︒

Ａ　

中
山
道
ま
ち
づ
く
り
基

本
構
想
策
定
・
民
間
活
力
導

入
可
能
性
調
査
を
行
い
︑
地

方
創
生
の
拠
点
と
い
う
視
点

か
ら
検
討
で
き
な
い
か
考
え

て
い
き
た
い
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

教育長

Ｑ　

英
語
教
育
推
進
を
目
的

と
し
た
英
検
Ｉ
Ｂ
Ａ
実
施
の

効
果
と
成
果
は
︒

Ａ　

効
果
に
つ
い
て
は
︑
受

検
後
に
個
人
の
成
績
表
が
届

く
た
め
︑
生
徒
は
３
年
間
の

成
績
を
経
年
比
較
す
る
こ
と

が
で
き
︑
英
語
力
の
伸
び
を

実
感
す
る
こ
と
が
で
き
る
︒

ま
た
︑
市
内
の
中
学
３
年
生

に
つ
い
て
︑
英
検
３
級
以
上

の
力
を
持
つ
生
徒
の
割
合
が

７
割
か
ら
８
割
程
度
と
成
果

も
出
て
き
て
い
る
︒

　
　
　
　
　
　

︵
教
育
長
︶

Ｑ　

保
護
者
負
担
の
給
食
費

︵
賄
材
料
代
︶
に
対
す
る
見

解
と
物
価
高
騰
へ
の
対
応

は
︒

Ａ　

学
校
給
食
費
は
︑
学
校

給
食
法
で
保
護
者
の
負
担
と

定
め
ら
れ
て
い
る
た
め
︑
保

護
者
に
は
一
定
の
負
担
を
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
て
い
る
︒
ま
た
︑
物
価

高
騰
対
応
と
し
て
は
︑
国
の

交
付
金
を
活
用
し
︑
保
護
者

へ
の
負
担
軽
減
を
図
る
よ
う

進
め
る
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

駅
周
辺
の
駐
車
場
整
備

Ｑ　

Ｊ
Ａ
ぎ
ふ
穂
積
支
店
跡

地
に
新
設
予
定
の
一
般
車
乗

降
場
︵
ロ
ー
タ
リ
ー
︶
へ
の

誘
導
策
は
︒

Ａ　

各
施
設
へ
の
案
内
看
板

の
設
置
や
駐
停
車
禁
止
区
域

な
ど
の
明
示
︑
ま
た
︑
警
察

や
ま
ち
づ
く
り
組
織
等
と
の

連
携
に
よ
る
啓
発
活
動
等
に

よ
り
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
る
︒
︵
都
市
整
備
部
長
︶

Ｑ　

穂
積
駅
南
口
の
渋
滞
緩

和
対
策
は
進
み
つ
つ
あ
る

が
︑
北
口
に
つ
い
て
も
︑
早

期
に
目
に
見
え
る
対
策
を
講

じ
る
べ
き
で
は
︒

Ａ　

駅
北
口
駅
前
広
場
に
つ

い
て
も
交
通
環
境
等
の
改
善

に
向
け
た
対
策
が
必
要
と
考

え
て
い
る
︒
駅
前
広
場
の
敷

地
の
大
き
さ
や
形
状
等
を
考

慮
し
な
が
ら
︑
ど
の
よ
う
に

改
善
を
し
て
い
く
べ
き
か
︑

現
在
検
討
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶



一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

６
月
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
︑
13
人
の
議
員
が
登
壇
し
ま
し
た
︒

維持・運営管理、イベントなど、総合的な
管理を担う指定管理者を前提に検討する

サンコーパレットパークの今後について施設全体の管理体制はQQ
AA

発見から支援に繋げられる横断的な体制整
備が肝要であると考えている

ヤングケアラーの支援体制づくりについて市の考えはQQ
AA

教育委員会事務局長

健康福祉部長

▲サンコーパレットパーク（遊具広場と芝生広場）

森　清一議員

藤橋直樹議員

10瑞穂市議会だより　2022.9

Ｑ　

サ
ン
コ
ー
パ
レ
ッ
ト

パ
ー
ク
の
現
状
の
課
題
に
対

し
︑
教
育
委
員
会
と
し
て
ど

の
よ
う
に
検
討
︑
解
決
し
て

い
く
の
か
︒

Ａ　

オ
ー
プ
ン
時
か
ら
届
い

て
い
る
意
見
・
要
望
に
対

し
︑
安
全
性
や
予
算
面
な
ど

か
ら
費
用
対
効
果
を
精
査
し

た
う
え
で
対
応
し
て
い
き
た

い
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

Ｑ　

市
長
部
局
と
ど
の
よ
う

に
連
携
し
て
い
く
の
か
︒

Ａ　

広
場
の
管
理
は
も
と
よ

り
︑
中
山
道
沿
線
を
含
め
た

観
光
・
文
化
な
ど
多
岐
に
わ

た
る
事
業
の
展
開
が
不
可
欠

と
考
え
て
い
る
︒
中
山
道
ま

ち
づ
く
り
基
本
構
想
業
務
委

託
に
お
け
る
民
間
導
入
可
能

性
調
査
の
際
に
は
︑
関
係
部

署
へ
の
情
報
共
有
は
も
と
よ

り
︑
各
部
署
の
持
つ
知
識
・

知
恵
・
経
験
を
最
大
限
に
出

し
︑
事
業
を
進
め
て
い
く
︒

　
　
　
　
　
　

︵
副
市
長
︶

校
区
活
動

Ｑ　

支
え
あ
い
の
地
域
づ
く

り
に
向
け
た
校
区
活
動
が
縦

割
り
の
行
政
支
援
の
も
と
︑

そ
れ
ぞ
れ
で
行
わ
れ
て
い

る
︒
一
元
的
な
組
織
づ
く

り
︑
窓
口
の
一
元
化
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
る
が
︑
組
織

再
編
の
考
え
は
︒

Ａ　

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
や
地
域
共
生
社
会

の
実
現
の
た
め
に
も
校
区
活

動
は
地
域
づ
く
り
に
欠
か
せ

な
い
も
の
と
認
識
し
て
お

り
︑
地
域
の
実
情
に
即
し
︑

行
政
と
地
域
が
協
力
し
て
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
考
え
る
︒

　

今
年
度
︑
補
助
制
度
の
統

合
を
含
め
︑
組
織
の
在
り
方

に
つ
い
て
ま
ち
づ
く
り
基
本

条
例
推
進
会
議
や
政
策
調
整

会
議
な
ど
の
協
議
の
場
を
設

け
︑
検
討
し
て
い
く
︒

　
　
　
　
　
　

︵
副
市
長
︶

Ｑ　

市
内
の
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
の
存
在
に
つ
い
て
ど
の

程
度
把
握
し
て
い
る
か
︒

Ａ　

学
校
サ
イ
ド
と
し
て
は

学
校
生
活
や
心
の
ア
ン
ケ
ー

ト
︑
懇
談
に
お
い
て
心
配
な

子
供
を
把
握
し
︑
関
係
課
と

連
携
し
て
い
る
︒
福
祉
サ
イ

ド
と
し
て
は
支
援
し
て
い
る

世
帯
の
状
況
か
ら
ヤ
ン
グ
ケ

ア
ラ
ー
と
思
わ
れ
る
ケ
ー
ス

の
把
握
に
努
め
て
い
る
︒

　
　
　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

Ａ　

学
校
の
全
職
員
で
ア
ン

テ
ナ
を
張
っ
て
見
守
っ
て
い

る
︒
ま
た
︑
定
期
的
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
行
こ
と
で
把
握

し
︑
学
校
体
制
で
対
応
し
て

い
る
︒　
　
　

︵
教
育
長
︶

Ｑ　

市
と
し
て
今
後
ど
の
よ

う
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
考

え
か
︒

Ａ　

気
軽
に
相
談
で
き
る
体

制
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
︑
設
立
の
機
運
が
高
い

地
区
社
会
福
祉
協
議
会
な
ど

が
受
皿
と
な
り
︑
よ
ろ
ず
相

談
的
な
窓
口
の
設
置
や
︑
関

係
各
課
と
連
携
し
た
相
談
体

制
を
確
保
し
て
い
く
︒

　
　
　

︵
健
康
福
祉
部
長
︶

市
政
方
針
説
明
会

Ｑ　

今
回
の
市
政
方
針
説
明

会
の
成
果
は
︒

Ａ　

７
小
学
校
区
で
行
い
︑

延
べ
１
９
８
名
が
参
加
し

た
︒
若
い
世
代
の
参
加
が
少

な
か
っ
た
な
ど
反
省
点
が
あ

り
︑
ど
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー

チ
が
有
効
で
あ
る
か
検
討
し

て
い
き
た
い
︒︵
総
務
部
長
︶

Ｑ　

質
疑
時
間
が
短
い
な
ど

の
批
判
が
あ
る
よ
う
だ
が
︑

今
後
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く

か
︒

Ａ　

市
政
運
営
の
方
針
を
明

ら
か
に
し
︑
丁
寧
な
説
明
を

す
る
こ
と
が
最
良
で
あ
る
と

考
え
る
が
︑
多
く
の
事
業
の

説
明
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
側
面
も
あ
る
︒
質

疑
に
関
し
て
は
説
明
会
に
限

ら
ず
︑
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
ま

ち
づ
く
り
提
案
箱
な
ど
か
ら

質
疑
・
意
見
を
い
た
だ
き
た

い
︒
今
回
開
催
し
た
説
明
会

で
の
反
省
を
踏
ま
え
な
が

ら
︑
来
年
度
以
降
も
引
き
続

き
開
催
し
て
い
き
た
い
︒

　
　
　
　
　

︵
総
務
部
長
︶



一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

一
般
質
問
の
制
限
時
間
は
︑
答
弁
を
含
め
︑
議
員
１
人
60
分
以
内
と
な
っ
て
い
ま
す
︒

令和３年度末で生活道路の延長約491㎞のうち幅
員4.5ｍ未満は約200㎞、全体の約42％となった

狭あい道路が、約５年前の全体の約60％からどの程度道路整備がされたかQQ
AA

地権者の同意を得ながら、市を事業主体とする土
地区画整理事業により基盤整備を推進していく

ＪＲ穂積駅周辺整備事業の現状と取り組みはQQ
AA

総務部長

調整監

松野貴志議員

▲車同士の擦れ違いも困難
　（市道4-104号線）

▲JR穂積駅周辺の様子

森　健治議員

11 瑞穂市議会だより　2022.9

Ｑ　

市
民
の
利
便
性
を
向
上

さ
せ
る
た
め
︑
今
後
の
道
路

整
備
の
具
体
策
は
︒

Ａ　

通
学
路
な
ど
安
全
性
を

重
視
し
た
路
線
や
４
メ
ー
ト

ル
未
満
の
狭
あ
い
道
路
︑
整

備
効
果
が
高
い
地
域
を
縦
断

す
る
縦
道
の
整
備
を
優
先

に
︑
地
域
バ
ラ
ン
ス
や
他
事

業
と
の
整
備
時
期
を
見
な
が

ら
整
備
対
象
路
線
を
計
画
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
︒　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

Ｑ　

市
道
４-
１
０
４
号
線

は
み
ず
ほ
バ
ス
や
大
型
車
両

の
擦
れ
違
い
が
困
難
で
あ

る
︒
対
応
策
は
︒

Ａ　

６
ｍ
の
道
路
拡
幅
計
画

が
あ
り
︑
道
路
後
退
部
分
の

用
地
買
収
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

側
溝・グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
改
良

Ｑ　

市
民
の
方
に
と
っ
て
側

溝
蓋
の
開
け
閉
め
が
重
労
働

と
な
っ
て
い
る
が
︑
軽
量
化

タ
イ
プ
の
側
溝
の
使
用
の
検

討
は
︒

Ａ　

側
溝
の
新
設
や
取
り
替

え
の
際
は
︑
地
元
の
方
か
ら

の
意
見
を
踏
ま
え
軽
量
タ
イ

プ
の
側
溝
蓋
の
使
用
を
検
討

し
て
い
き
た
い
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

Ｑ　

グ
レ
ー
チ
ン
グ
の
盗
難

が
増
え
て
い
る
と
聞
く
が
︑

当
市
の
被
害
状
況
は
︒
ま

た
︑
マ
ー
ク
入
り
の
グ
レ
ー

チ
ン
グ
が
盗
難
防
止
に
有
効

と
聞
く
が
︑
導
入
の
検
討

は
︒

Ａ　

過
去
に
は
︑
令
和
元
年

１
月
に
11
枚
︑
令
和
２
年
12

月
に
４
枚
︑
令
和
３
年
２
月

に
は
３
か
所
に
お
い
て
13
枚

の
盗
難
が
発
生
し
て
い
る
︒

　

盗
難
防
止
策
と
し
て
は
︑

自
治
体
名
な
ど
の
金
具
を
取

り
付
け
た
り
︑
特
殊
金
具
に

て
グ
レ
ー
チ
ン
グ
を
側
溝
本

体
に
取
り
付
け
た
り
︑
指
の

入
ら
な
い
網
目
の
細
か
い
タ

イ
プ
の
側
溝
に
す
る
と
い
っ

た
策
が
考
え
ら
れ
る
が
︑
今

後
新
た
な
盗
難
対
策
な
ど
情

報
収
集
を
し
な
が
ら
採
用
の

検
討
を
し
て
い
き
た
い
︒

　
　
　

︵
都
市
整
備
部
長
︶

Ｑ　

６
月
３
日
の
説
明
会
に

つ
い
て
︑
参
加
者
は
何
人

だ
っ
た
か
︒
ま
た
︑
ど
の
よ

う
な
意
見
が
出
さ
れ
た
か
︒

Ａ　

参
加
者
は
︑
午
前
の
部

が
１
２
１
名
︑
午
後
の
部
が

１
０
５
名
だ
っ
た
︒
参
加
者

か
ら
は
︑
駅
周
辺
の
混
雑
状

況
の
解
消
︑
交
通
弱
者
の
安

全
確
保
︑
地
域
の
生
活
環
境

へ
の
配
慮
︑
駅
周
辺
事
業
の

今
後
の
進
め
方
︑
立
体
駐
車

場
整
備
に
よ
る
効
率
的
な
土

地
利
用
な
ど
様
々
な
意
見
を

い
た
だ
い
た
︒
︵
調
整
監
︶

Ｑ　

Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
周
辺
整
備

計
画
に
つ
い
て
︑
基
本
計
画

を
策
定
し
︑
実
施
計
画
策
定

ま
で
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
︒

Ａ　

基
本
的
な
方
向
性
を
示

す
基
本
計
画
は
︑
現
在
︑
案

を
公
開
し
た
う
え
で
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し

て
お
り
︑
今
秋
頃
に
策
定
す

る
予
定
で
あ
る
︒
そ
の
後
︑

実
施
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

に
な
る
が
︑
ま
ず
は
︑
事
業

に
対
す
る
地
権
者
や
建
物
所

有
者
と
の
合
意
形
成
を
図
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る

た
め
︑
駅
の
南
北
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
で
関
係
地
権
者
に
よ

る
協
議
会
を
設
立
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
︒

　
　
　
　
　
　

︵
調
整
監
︶

Ｑ　

地
権
者
協
議
会
の
役
割

は
︒
ま
た
︑
ど
の
よ
う
に
進

め
て
い
く
の
か
︒

Ａ　

土
地
区
画
整
理
事
業
に

よ
る
基
盤
整
備
に
向
け
た
設

計
︑
検
討
や
調
整
︑
事
業
化

に
向
け
た
合
意
形
成
を
図

り
︑
ス
ム
ー
ズ
に
事
業
展
開

す
る
た
め
設
立
す
る
︒
ま

た
︑
関
係
地
権
者
へ
協
議
会

設
立
に
向
け
た
説
明
や
事
業

の
仕
組
み
を
理
解
い
た
だ
く

た
め
の
勉
強
会
を
行
い
な
が

ら
組
織
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
︒　
　
　
　

︵
調
整
監
︶

Ｑ　

こ
の
事
業
へ
の
市
長
の

考
え
は
︒

Ａ　

Ｊ
Ｒ
穂
積
駅
周
辺
整
備

は
︑
地
方
創
生
の
重
要
な
事

業
で
あ
る
︒
基
本
計
画
を
公

表
し
︑
協
議
会
を
立
ち
上

げ
︑
地
権
者
の
意
見
や
考
え

に
寄
り
添
い
な
が
ら
︑
整
備

を
進
め
て
い
き
た
い
︒　
　

　
　
　
　
　
　
　

︵
市
長
︶



▲給食センターの調理の様子

支援が必要な子どもや、今回のような物価高騰
が起きた場合などは、保護者の負担を軽減する

市長の公約「学校給食費補助で保護者の負担軽減」を実現するつもりはQQ
AA
市長

ソフトウェアを充実させるとともに、教員
の指導力を向上させていく

今後どのようにＩＣＴ教育を進めていくのかQQ
AA
教育長

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

一
般
質
問
の
内
容
に
つ
い
て
は
︑
質
問
と
答
弁
の
一
部
を
要
約
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
︒

関谷守彦議員

北川静男議員
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Ｑ　

給
食
セ
ン
タ
ー
の
設
備

更
新
は
計
画
的
に
進
め
る
べ

き
で
は
な
い
か
︒

Ａ　

施
設
維
持
管
理
計
画
や

保
守
点
検
結
果
等
を
踏
ま
え

な
が
ら
︑
予
算
の
範
囲
内
で

不
具
合
を
未
然
に
防
止
で
き

る
よ
う
努
め
る
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

Ｑ　

幼
稚
園
や
保
育
所
の
給

食
で
も
ア
レ
ル
ギ
ー
代
替
食

を
実
施
し
て
は
︒

Ａ　

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

給
食
は
︑
調
理
場
の
施
設
整

備
︑
人
員
等
を
か
ん
が
み
る

と
現
在
の
対
応
が
精
い
っ
ぱ

い
な
状
況
で
あ
る
が
︑
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度︵※

︶

Ｑ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
へ
の
影
響
は
︒

Ａ　

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
会
員
も
適
格
請
求
書

登
録
申
請
を
す
る
と
︑
課
税

売
上
げ
に
対
し
て
消
費
税
の

支
払
い
が
発
生
す
る
︒
な

お
︑
消
費
税
額
に
つ
い
て

は
︑
消
費
税
の
申
告
後
に
金

額
が
確
定
す
る
︒

　
　
　
　
　

︵
市
民
部
長
︶

Ｑ　

会
員
な
ど
に
し
わ
寄
せ

が
い
か
な
い
よ
う
︑
市
と
し

て
の
支
援
策
は
︒

Ａ　

イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
に

は
︑
メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
り
︑
登
録
す
る
か
ど

う
か
は
個
人
の
判
断
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
た
め
︑
混

乱
す
る
こ
と
の
無
い
よ
う
︑

周
知
な
ど
を
し
っ
か
り
と
し

て
い
き
た
い
︒　

︵
市
長
︶

※

イ
ン
ボ
イ
ス
︵
適
格
請
求

書
︶
は
売
主
が
交
付
す
る
書

類
で
︑
発
行
す
る
た
め
に
は

税
務
署
に
登
録
す
る
必
要
が

あ
る
︒
し
か
し
︑
登
録
す
る

と
こ
れ
ま
で
の
免
税
事
業
者

は
︑
免
税
が
適
用
さ
れ
な
く

な
る
︒

Ｑ　

道
徳
教
育
に
経
験
と
専

門
的
知
識
豊
富
な
外
部
人
材

を
活
用
し
て
は
︒

Ａ　

学
校
生
活
の
様
子
か
ら

子
供
の
道
徳
性
の
実
態
を
最

も
よ
く
把
握
し
て
い
る
担
任

が
中
心
と
な
っ
て
授
業
を
進

め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考

え
る
が
︑
授
業
に
よ
っ
て

は
︑
外
部
の
方
に
自
分
の
経

験
や
思
い
を
語
っ
て
も
ら
う

な
ど
効
果
的
に
活
用
し
て
い

き
た
い
︒　
　

︵
教
育
長
︶

Ｑ　

特
色
あ
る
学
校
づ
く
り

を
行
う
こ
と
で
︑
子
供
た
ち

が
瑞
穂
市
に
愛
着
を
持
つ
と

考
え
る
が
︑
ど
う
す
べ
き
と

考
え
る
か
︒

Ａ　

各
学
校
に
お
い
て
︑
地

域
の
方
や
自
然
︑
文
化
と
関

わ
り
な
が
ら
ふ
る
さ
と
に
つ

い
て
学
ぶ
活
動
を
充
実
さ
せ

て
い
く
︒
ま
た
︑
中
学
校
で

は
︑
み
ず
ほ
未
来
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
事
業
を
実
施
し
て
お

り
︑
今
年
度
は
︑
防
災
の
視

点
で
市
に
つ
い
て
学
び
︑
地

域
の
一
員
と
し
て
地
域
を
守

る
と
い
う
意
識
を
向
上
さ
せ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
︒　
　
　
　

︵
教
育
長
︶

Ｑ　

教
育
現
場
の
働
き
方
改

革
の
一
環
で
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
設
定
等
を
外
部
業
者
に

委
託
で
き
な
い
か
︒

Ａ　

学
校
で
で
き
る
こ
と
︑

外
部
へ
委
託
す
べ
き
こ
と
の

見
直
し
を
図
っ
て
い
き
た

い
︒　
　
　
　

︵
教
育
長
︶

Ｑ　

教
員
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端

末
の
研
修
を
定
期
的
に
実
施

し
て
は
︒

Ａ　

各
学
校
に
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

推
進
担
当
が
い
る
ほ
か
︑
さ

ま
ざ
ま
な
研
修
を
通
し
て
教

員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
指
導
力
の

向
上
を
目
指
し
て
い
る
︒　

　
　
　
　
　
　

︵
教
育
長
︶

巣
南
中
学
校
の
制
服
変
更

Ｑ　

巣
南
中
学
校
の
制
服
変

更
の
経
緯
は
︒

Ａ　

令
和
３
年
度
に
︑
Ｐ
Ｔ

Ａ
役
員
か
ら
制
服
の
見
直
し

に
つ
い
て
要
望
が
あ
り
︑
制

服
選
定
委
員
会
を
設
置
し
︑

生
徒
や
保
護
者
か
ら
︑
ま
た

小
学
校
３
か
ら
６
年
生
に
も

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
︑
意

見
を
聞
き
な
が
ら
進
め
て
き

た
︒　
　
　
　

︵
教
育
長
︶

   
議

案を
 チェック

!   
議

案を
 チェック

!



今年度、用地購入後に説明会、秋頃に事業者
の募集を行い予定通り開園できるよう進める

令和７年４月の公私連携による保育開始は予定通り行われるのかQQ
AA

教育委員会事務局長

議　会　活　動　日　誌

一　

般　

質　

問

一　

般　

質　

問

市
政
を
問
う

庄田昭人議員

議
会
活
性
化
の

今
と
こ
れ
か
ら

議
会
基
本
条
例
推
進
特
別

委
員
会　

中
間
報
告

お
知
ら
せ

5月
10日　議会運営委員会

議会広報編集委員会
12日　群馬県みどり市議会から行政視察（公園整備）

意見交換会（瑞穂市文化協会）
意見交換・情報発信検討部会

17日　もとす広域連合議会（議会運営委員会）
18日　産業建設委員会協議会
19日　中濃十市議会議長会議（書面会議）
20日　総務委員会協議会
25日　全国市議会議長会定期総会（書面会議）

もとす広域連合議会臨時会
26日　議会運営委員会

全員協議会
議会基本条例推進特別委員会

6月
2日　令和４年第２回瑞穂市議会定例会（初日）

会派別議案説明会
9日　議会運営委員会

10日　令和４年第２回瑞穂市議会定例会（総括質疑）

14日　産業建設委員会・協議会
15日　文教厚生委員会・協議会
16日　総務委員会・協議会
20日　令和４年第２回瑞穂市議会定例会（一般質問）

議会運営委員会
21日　令和４年第２回瑞穂市議会定例会（一般質問）

全員協議会
議会基本条例推進特別委員会

24日　令和４年第２回瑞穂市議会定例会（最終日）
議会基本条例推進特別委員会
議会広報編集委員会

30日　議会運営委員会

7月
13日　岐阜県市議会議長会議
14日　議員定数調査検討部会
20日　議会広報編集委員会

ＮＯＭＡ行政管理講座（オンライン研修）
20～21日　市町村議会議員研修
21日　広聴・情報発信検討部会
29日　研修・予算決算検討部会

13 瑞穂市議会だより　2022.9

Ｑ　

公
私
連
携
事
業
や
牛
牧

小
学
校
の
駐
車
場
問
題
に
つ

い
て
ど
う
考
え
る
か
︒

Ａ　

公
私
連
携
事
業
に
つ
い

て
は
保
育
所
整
備
計
画
に
基

づ
き
︑
牛
牧
第
１
保
育
所
の

民
間
保
育
事
業
者
に
よ
る
新

設
︑
生
津
小
学
校
区
へ
の
誘

致
を
順
次
進
め
た
い
︒
駐
車

場
に
つ
い
て
は
駐
車
場
と
し

て
最
適
な
場
所
な
の
で
取
得

に
向
け
今
後
も
努
め
て
い

く
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

Ｑ　

保
育
所
整
備
︑
駐
車
場

整
備
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
通
り

進
ん
で
い
る
の
か
︒

Ａ　

保
育
所
整
備
に
つ
い
て

は
地
権
者
と
話
を
し
て
お

り
︑
手
続
は
関
係
機
関
と
の

調
整
や
地
図
訂
正
処
理
が
終

わ
っ
た
た
め
土
地
取
得
を
進

め
る
︒
駐
車
場
整
備
に
つ
い

て
は
今
年
度
︑
用
地
取
得
交

渉
の
担
当
者
が
代
わ
っ
て
か

ら
地
権
者
と
会
え
て
い
な
い

が
︑
引
き
続
き
取
得
に
向
け

進
め
る
︒

︵
教
育
委
員
会
事
務
局
長
︶

地
域
活
動

Ｑ　

ヒ
マ
ワ
リ
の
種
の
配
布

は
ど
の
よ
う
な
計
画
か
︒

Ａ　

世
界
の
平
和
を
願
う
心

を
育
て
︑
自
然
災
害
や
防
災

を
学
ぶ
こ
と
で
命
の
大
切
さ

や
思
い
や
り
の
心
を
育
み
︑

心
豊
か
な
明
る
い
地
域
社
会

を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す

る
事
業
と
し
て
世
界
平
和
・

復
興
支
援
瑞
穂
市
ひ
ま
わ
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
い

る
︒　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

今
後
の
展
開
は
︒

Ａ　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
趣
旨

を
理
解
し
た
方
が
自
主
的
に

参
加
す
る
形
を
取
り
た
い
と

考
え
て
い
る
︒
現
在
展
開
さ

れ
て
い
る
子
供
と
関
わ
る
地

域
の
活
動
を
︑
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
に
基
づ
き
推
進
し

て
い
き
た
い
︒

　
　
　
　
　

︵
企
画
部
長
︶

Ｑ　

ヒ
マ
ワ
リ
が
枯
れ
た
後

の
廃
棄
は
︒

Ａ　

時
期
が
終
わ
り
廃
棄
す

る
場
合
は
乾
燥
し
容
量
を
減

ら
し
て
市
の
可
燃
ご
み
袋
に

入
れ
各
地
区
の
ご
み
と
し
て

出
し
︑
大
量
廃
棄
の
場
合
は

西
濃
環
境
整
備
組
合
に
持
ち

込
め
る
た
め
︑
環
境
課
で
手

続
き
を
お
願
い
し
た
い
︒

　
　
　

︵
環
境
水
道
部
長
︶    

議

案を
 チェック

!   
議

案を
 チェック

!



議
会
活
性
化
の

今
と
こ
れ
か
ら

議
会
基
本
条
例
推
進
特
別

委
員
会　

中
間
報
告

お
知
ら
せ

一
般
質
問

議
案
の
審
議
結
果

議
案
を
チ
ェ
ッ
ク

新
た
な
議
会
構
成
決
ま
る

14瑞穂市議会だより　2022.9

議会基本条例推進特別委員会　中間報告議会基本条例推進特別委員会　中間報告
　委員会を補完する協議等の場として、令和３年３月16日に２つの部会が設置されました。
　これまでの各部会においての活動と今後について報告します。

◆研修・予算決算検討部会
　目　　的　・議員研修の充実強化を図る
　　　　　　・予算及び決算の審議等のあり方を検討する
　活動内容　・議員研修 ２回
　　　　　　・予算決算の特別委員会設置の検討会議 ５回

　結果と今後……
　議員研修においては、市の財政状況等について理解を深めることができたほか、予算決算特別委
員会を設置する方向で今後も検討する必要があるとの結論が導かれた。

◆意見交換・情報発信検討部会
　目　　的　・意見交換会の具体的な運営方法等を検討する
　　　　　　・情報技術の発達を踏まえた多様な広報手段の活用策を検討する
　活動内容　・コロナ禍における意見交換会の開催検討
　　　　　　・タブレット端末とYouTubeを使用した映像配信
　　　　　　・映像配信に必要な機材等について予算要求するためのヒアリングシートの内容検討

　結果と今後……
　文化協会との意見交換会を開催することができたほか、議会映像配信事業の予算化に至った。

日　時︓令和４年５月12日　
　　　　午後１時30分から午後３時
場　所︓市役所　穂積庁舎　議員会議室
参加者︓瑞穂市文化協会役員10名　
　　　　議員７名（意見交換・情報発信検討部会）
　意見交換・情報発信検討部会では、コロナ禍における意見交換会の開催方法の検討のため、５月
12日に瑞穂市文化協会との意見交換会を開催しました。
　少人数・小規模での対面方式で開催する意見交換会の試行として、今回は瑞穂市文化協会の役員
と部会員の計17名での意見交換会となりました。
　テーマを「アフターコロナにおける瑞穂市文化振興について」とし、従来の意見交換会よりも少
人数ながら、多くの意見をいただくことができました。
　今回の意見交換会は、コロナ禍など人が多く集まれない状況での開催方法の検討ということでし
たが、従来行っていたワークショップ形式との使い分けについての検討ができる、実りのある意見
交換会となりました。

意見交換・情報発信検討部会
文化協会との意見交換会開催
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議会活性化の今とこれから

紙も印刷時間も省エネ︕働き方改革進行中

開かれた議会を目指して︕検討部会設置　令和４年６月24日～

◆タブレット導入

◆YouTubeで公開　　投票した議員を見てみよう︕

すぐに資料共有︕検索で過去も把握

全議員使用中

◆研修・予算決算検討部会
　部会長︓杉原克巳　　副部会長︓森清一
　部会員︓藤橋礼治　　松野藤四郎　　広瀬武雄　　森健治　　関谷守彦　　北川静男
　　●　議員の資質向上のための研修
　　●　予算決算審議のあり方

◆広聴・情報発信検討部会
　部会長︓馬渕ひろし　副部会長︓若原達夫
　部会員︓庄田昭人　　棚橋敏明　　今木啓一郎　　松野貴志　　藤橋直樹　　広瀬守克
　　●　市民の声を反映した議会活動
　　●　市民に分かりやすく発信する方法

◆議員定数調査検討部会
　部会長︓広瀬武雄　　副部会長︓広瀬守克
　部会員︓藤橋礼治　　杉原克巳　　馬渕ひろし　　関谷守彦　　北川静男　　若原達夫
　　●　市民の多様な意見等を反映できる議員定数

　令和３年12月議会か
ら、瑞穂市議会一般質
問の様子を試験配信
中。会議録が作成され
るまでの約３か月間い
つでも見られます。
　本年度中に、本会議
すべてを配信できるよ
う整備する予定です。

▲スマホから



日

※日程は、変更になる場合があります。HPをご覧ください。

月 火 水

令和４年第３回定例会日程（予定）

木 金 土
8月・9月

本会議（初日・
議案提案説明）

本会議（総括質疑
・委員会付託）

産業建設
委員会

文教厚生
委員会

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問）

本会議
（一般質問予備日）

総務
委員会

委員会
予備日

本会議（最終日・
委員長報告・

質疑・討論・採決）
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No.77

　令和４年６月議会より、新しく議会広報編集委員会のメンバーが代わりま
した。これまで以上に「手に取って頂ける」「読みやすい」議会だよりを目
指して紙面を改良して参ります。写真を多く取り入れ、目を引くタイトルな
ど議会での審議の内容を分かりやすく伝える市議会だよりにも挑戦していき
ます。
　議会に興味を持って頂けましたら、YouTubeにて議会映像の配信をご覧
いただきたいと思います。また、市民の皆様の声を瑞穂市議会までお届け頂
き、議会運営に反映させていく「広聴」にも力をいれていくべく議会内で検
討しております。
　議会だよりを通して、瑞穂市議会に
注目して頂けるよう努力を重ねて参り
ますので、今後にご注目下さい。
　
　　議会広報編集委員会
　　　委　員　長　馬渕ひろし
　　　副委員長　関谷　守彦
　　　委　　員　棚橋　敏明
　　　委　　員　藤橋　直樹

編　集　後　記

表紙撮影の裏側（ドローン撮影）

　７月18日早朝、サンコーパレットパークの空にドローンが飛
んだ。
　９月号の議会だよりの表紙は、令和４年４月３日にオープン
し、６月１日に芝生広場が開放された「サンコーパレットパー
クの空撮」です。
　瑞穂市に撮影許可をいただき、市民団体「みずほドローンク
ラブ」に所属する巣南中に通う戸崎敬介さんに協力をいただ
き、サンコーパレットパークを空撮していただきました。
　ドローンで安定して撮影できる天候を待って、撮影日程を変
更しながらも、空撮していただきました。

新しい広場を上空から

　市民団体「みずほドローンクラブ」は、令和４年６月に、ド
ローンの普及、操縦技術の習得、映像編集などを通して、瑞穂
市を盛り上げるために設立された団体です。撮影は、代表の豊
田英二さん、戸崎敬介さんに撮影いただきました。
　戸崎さんは、豊田さんが総合型地域スポーツクラブ「Link-up
みずほ」で開催したドローン教室で操縦技術を磨き、小学生の
時にスポーツドローンカップ2018で優勝したこともあり、ド
ローン操縦技術はプロ並み。
　「これからもドローンを使って、瑞穂市内の施設や風景を紹
介し、瑞穂市を盛り上げたい。」と語ってくれました。

▼みずほドローンクラブへの問い合わせ
　代表　豊田英二　090－3586ー1048

瑞穂市を盛り上げたい︕


